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『
す
く
ま
ず
』  

 
久
川
德
明 

                   

             

◆
登
場
人
物
◆ 

 

東
山
毅 

（
ヒ
ガ
シ
ヤ
マ 

タ
ケ
シ
） 

乗
客 

如
月
晴
海 

（
キ
サ
ラ
ギ 

ハ
ル
ミ
） 

乗
客 

宮
城
真
人 

（
ミ
ヤ
ギ 

マ
サ
ト
） 

乗
客 

長
山
桐
子 

（
ナ
ガ
ヤ
マ 

キ
リ
コ
） 

乗
客 

豊
田
茜 

（
ト
ヨ
ダ 

ア
カ
ネ
） 

乗
客 

元
岩
光
子
（
モ
ト
イ
ワ 

ミ
ツ
コ
） 

乗
客 

西
川
太
郎 

（
ニ
シ
カ
ワ 

タ
ロ
ウ
） 

運
転
手 

 

※
劇
中
、
東
山
毅
は
、
か
な
り
や
せ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
渾
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ス
ト
の
個

性
に
合
わ
せ
て
渾
名
を
付
け
直
し
て
く
だ
さ
い
。 
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バ
ス
停
に
男
と
女
。
東
山
毅
と
如
月
晴
海
で
あ
る
。 

東
山
の
手
に
は
、
バ
ッ
グ
。
バ 

ス
が
見
え
た
。 

 

東
山 
「
次
の
に
し
な
い
？
」 

  
 

東
山
を
見
向
き
も
せ
ず
、 

 

晴
海 

「
し
な
い
。
」 

  
 

晴
海
、
手
を
挙
げ
て
乗
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。 

 

東
山 

「
・
・
・
」 

  
 

バ
ス
が
止
ま
り
、
扉
が
開
く
。 

バ
ス
の
座
席
は
左
記
の
様
に
番
号
を
付
け
る
。 

  

※
客
席
側 

  

① 

② 

⑥ 

⑧ 

⑫ 
 

 

③ 
 

⑨ 

⑬ 
 

 
 

 
 

⑭ 
 

 
 

 
 

⑮ 
 

 

④ 
 

⑩ 

⑯ 
 

 

⑤ 

⑦ 

⑪ 

⑰ 
  
 
 

 
 

 
 

 
 

※
舞
台
奥
側 

 

①
は
運
転
席
。
⑫
～
⑰
は
最
後
尾
席
。 

 

東
山
、
晴
海
の
手
を
掴
み
。 

 

晴
海 

「
！
？
」 

東
山 

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
行
っ
て
下
さ
い
。
」 

  
 

『
プ
シ
・
・
・
』
（
扉
、
閉
ま
り
か
け
る
） 

 

晴
海 

「
ち
ょ
っ
、
待
っ
・
・
・
！
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
乗
り
ま
す
か
ら
。
」 

  
 

『
プ
シ
ュ
ー
・
・
・
。
』
（
開
く
） 

 

晴
海 

「
散
々
話
し
合
っ
て
決
め
た
こ
と
で
し
ょ
。
」 

東
山 

「
だ
か
ら
乗
ら
な
い
っ
て
言
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
バ
ス
は
や
め
よ
う
っ
て
、 

 

そ
う
言
っ
て
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
」 

晴
海 

「
そ
う
言
っ
て
、
朝
か
ら
何
台
や
り
過
ご
し
た
？
」 

東
山 

「
だ
か
ら
次
だ
よ
。
次
の
に
は
絶
対
乗
る
。
約
束
す
る
。
絶
対
バ
ス
に
乗
る
か
ら
。
」 

運
転
手 

「
ど
っ
ち
で
も
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
他
に
も
お
客
さ
ん
が
い
る
も
ん
で
す
か
ら
。
」 

晴
海 

「
だ
か
ら
乗
る
っ
て
言
っ
て
る
で
し
ょ
！
」 

運
転
手 

「
・
・
・
。
」 

  
 

晴
海
、
東
山
の
手
を
振
り
払
い
、
バ
ッ
グ
を
奪
っ
て
、
乗
り
込
む
。 

 
 

②
に
座
っ
て
い
た
桐
子
、
⑥
に
移
動
。 

 

東
山 

「
ち
ょ
っ
、
待
っ
て
よ
。
僕
も
乗
り
ま
す
。
」 

  
 

後
を
追
う
東
山
。
扉
が
閉
ま
り
、
走
り
出
す
バ
ス
。
乗
客
の
視
線
を
気
に
し
つ
つ
も
、 

 
 

席
に
着
く
晴
海
。
何
気
に
顔
を
隠
し
つ
つ
、
そ
の
隣
に
座
る
東
山
。
既
に
い
る
乗
客 

は
②
と
⑩
⑪
と
⑬
に
。
⑥
に
長
山
桐
子
、
⑩
⑪
に
豊
田
茜
と
元
岩
光
子
、
⑬
に
宮
城 

真
人
。
④
⑤
に
東
山
と
晴
海
。 

 
 

※
登
場
人
物
の
座
る
席
は
、
必
ず
し
も
そ
こ
で
あ
る
必
要
は
な
い
。 

 

東
山 

「
思
い
っ
き
り
注
目
浴
び
ち
ゃ
っ
た
ね
。
」 

晴
海 

「
・
・
・
。
」 

東
山 

「
わ
か
っ
た
よ
。
も
う
逃
げ
な
い
よ
。
そ
れ
に
、
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
バ
ス
で
正
解
だ
っ
た 

の
か
も
。
」 

晴
海 

「
・
・
・
？
」 

東
山 

「
だ
か
ら
お
客
が
さ
。
」 

  
 

晴
海
、
あ
ら
た
め
て
バ
ス
の
中
を
見
渡
す
。 

 

東
山 

「
ね
。
」 

晴
海 

「
だ
か
ら
言
っ
た
で
し
ょ
。
こ
の
バ
ス
に
し
よ
う
っ
て
。
」 

東
山 

「
運
転
手
は
、
ち
ょ
っ
と
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
だ
け
ど
ね
。
」 

  
 

運
転
手
、
ふ
た
り
を
一
瞥
。
ふ
た
り
見
あ
っ
て
、
ほ
く
そ
笑
む
。
車
内
放
送
。 

 
 

『
次
は
、
自
由
が
丘
。
自
由
が
丘
。
お
降
り
の
方
は
、
お
近
く
の
降
車
ボ
タ
ン
で
お 

 
 

知
ら
せ
下
さ
い
。
』 

 
 

ふ
た
り
、
車
内
を
見
渡
す
。
誰
も
降
り
る
気
配
は
な
い
。 

 

東
山 

「
誰
か
降
り
ち
ゃ
う
前
に
や
ら
な
い
と
。
」 

晴
海 

「
も
う
少
し
人
通
り
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
。
」 
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東
山
、
落
ち
着
か
な
い
様
子
で
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
車
内
や
乗
客
達
を
見
て
る
。
そ
ん 

 
 

な
東
山
を
肘
で
牽
制
す
る
晴
海
。
東
山
、
ふ
と
何
か
に
気
づ
き
、
徐
に
立
ち
あ
が
る
。 

乗
客
の
一
人
を
見
、
無
言
で
座
る
。 

 

晴
海 

「
ど
う
し
た
の
？
」 

  
 

東
山
、
記
憶
が
繋
が
り
。 

 

東
山 

「
あ
あ
っ
！
」 

  
 

当
然
、
乗
客
た
ち
の
目
は
ふ
た
り
に
。 

 

東
山 

「
や
っ
ぱ
り
こ
の
バ
ス
、
失
敗
だ
っ
た
か
も
。
い
や
、
失
敗
だ
よ
。
そ
う
に
違
い
な
い
。
だ
か 

 

ら
次
の
に
し
よ
う
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。
し
ょ
う
が
な
い
。
計
画
は
中
止
し
よ
う
。
」 

晴
海 

「
何
ま
た
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
の
？
」 

東
山 

「
連
れ
が
い
た
ん
だ
よ
。
そ
こ
。
中
学
ん
時
の
同
級
生
。
」 

晴
海 

「
知
り
合
い
？
」 

東
山 

「
ま
ず
い
よ
。
」 

晴
海 

「
こ
の
際
、
同
情
は
禁
物
だ
か
ら
ね
。
」 

東
山 

「
同
情
さ
れ
た
い
の
は
、
こ
っ
ち
。
あ
い
つ
・
・
・
警
察
官
。
」 

晴
海 

「
え
え
っ
！
？
」 

東
山 

「
高
校
出
て
、
警
官
に
な
っ
た
っ
て
。
」 

晴
海 

「
ホ
ン
ト
に
？
」 

東
山 

「
ま
だ
転
職
し
て
な
か
っ
た
ら
ね
。
」 

晴
海 

「
う
っ
そ
・
・
・
何
や
っ
て
ん
の
よ
。
」 

東
山 

「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
っ
て
。
」 

  
 

ソ
ッ
と
、
そ
の
乗
客
を
覗
き
込
む
ふ
た
り
、
目
が
合
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
身
を
伏 

せ
る
。
そ
の
乗
客
、
ノ
ソ
リ
と
席
を
立
ち
、
車
内
を
見
渡
し
。 

 

宮
城 

「
え
え
・
・
・
ゴ
ホ
ン
ッ
。
皆
さ
ん
、
ご
歓
談
中
、
或
い
は
お
く
つ
ろ
ぎ
の
中
、
大
変
申
し
訳 

 

あ
り
ま
せ
ん
。
た
っ
た
今
、
こ
の
バ
ス
は
、
私
、
宮
城
真
人
が
ジ
ャ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
」 

  
 

宣
言
し
終
わ
る
と
同
時
に
天
井
に
向
か
っ
て
発
砲
。 

 
 

曲
Ｉ
Ｎ 

 
 

溶
暗
。 

 
 

曲
Ｏ
Ｕ
Ｔ 

 
 

暗
闇
の
中
、
桐
子
の
声
。 

 

桐
子 

「
・
・
・
え
え
。
は
い
。
そ
う
で
す
。
」 

  
 

溶
明
。 

 
 

桐
子
、
車
内
中
央
に
立
ち
、
携
帯
で
電
話
中
。
宮
城
、
出
入
り
口
付
近
、
運
転
手
の 

横
に
立
ち
、
銃
口
を
運
転
手
に
向
け
た
ま
ま
、
桐
子
を
見
て
る
。
光
子
と
茜
は
⑫
と 

⑬
に
、
晴
海
と
東
山
は
⑯
⑰
に
。 

 

桐
子 

「
・
・
・
だ
か
ら
、
さ
っ
き
か
ら
そ
う
言
っ
て
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
な
ん 

 

で
す
。
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
。
人
質
と
っ
て
何
か
要
求
す
る
っ
て
い
う
、
あ
れ
で
す
。
私
？
（
宮
城 

 

を
気
に
し
つ
つ
）
通
り
す
が
り
の
、
た
だ
の
人
質
で
す
。
一
般
の
。
普
通
の
人
質
で
す
。
電
話 

 

す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
ん
で
す
、
犯
人
か
ら
。
そ
れ
で
人
質
な
ん
で
す
け
ど
、
運
転
手
さ
ん 

 

と
・
・
・
だ
か
ら
言
わ
れ
た
ん
で
す
っ
て
。
状
況
を
伝
え
る
よ
う
に
っ
て
。
犯
人
か
ら
で
す
。 

 

（
宮
城
を
チ
ラ
リ
と
見
、
）
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
代
わ
っ
て
欲
し
い
そ
う
で
す
。
」 

宮
城 

「
状
況
だ
け
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
」 

桐
子 

「
で
も
、
何
か
信
じ
て
く
れ
な
（
く
て
）
。
」 

  
 

宮
城
、
銃
口
を
桐
子
に
。 

 

宮
城 

「
状
況
だ
け
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
」 

桐
子 

「
手
が
放
せ
な
い
み
た
い
で
、
ち
ょ
っ
と
無
理
み
た
い
で
す
。
兎
に
角
、
い
い
で
す
か
？
伝
え 

 

ま
す
か
ら
ね
。
人
質
は
、
運
転
手
さ
ん
と
・
・
・
え
え
、
男
の
。
そ
の
運
転
手
さ
ん
と
、
他
に 

 

男
性
が
１
人
、
女
性
が
３
（
人
）
・
・
・
あ
あ
・
・
・
４
人
で
す
。
私
を
入
れ
て
、
女
性
は
４ 

 

人
。
は
い
？
だ
か
（
ら
）
・
・
・
（
や
む
な
く
）
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
宮
城
に
）
や
っ
ぱ
り 

 

代
わ
っ
て
欲
し
い
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
。
」 

茜 

「
キ
ャ
ー
！
！
」 

  
 

宮
城
、
咄
嗟
に
銃
口
を
茜
に
。
茜
、
そ
れ
に
気
付
か
ず
バ
ン
バ
ン
と
足
で
何
か
を
踏 

 
 

み
つ
け
、
ふ
と
我
に
返
り
、 

 

茜 

「
・
・
・
ゴ
キ
ブ
リ
が
・
・
・
。
」 

  
 

光
子
、
何
か
を
拾
い
、 

 

茜 

「
・
・
・
？
」 

光
子 
「
サ
ン
グ
ラ
ス
の
レ
ン
ズ
で
す
。
も
う
わ
れ
ち
ゃ
っ
て
ま
す
け
ど
。
」 

宮
城 

「
・
・
・
脅
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
」 

茜 

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
」 

桐
子 

「
あ
の
・
・
・
ど
う
し
ま
す
？
」 

宮
城 

「
ま
た
、
電
話
し
ま
す
と
。
」 

桐
子 

「
で
も
・
・
・
。
」 
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宮
城
、
銃
を
構
え
直
す
。 

 

桐
子 
「
ま
た
後
で
か
け
直
す
そ
う
で
す
。
悲
鳴
？
・
・
・
あ
あ
、
い
え
。
大
丈
夫
み
た
い
で
す
。
今 

 
の
と
こ
ろ
は
、
ま
だ
被
害
者
は
。
勿
論
気
を
付
け
ま
す
。
あ
な
た
方
次
第
で
す
け
ど
。
は
い
。 

 

失
礼
し
ま
す
。
」 

  
 

桐
子
、
電
話
を
切
る
。 

 

宮
城 

「
あ
り
が
と
う
。
」 

  
 

桐
子
、
黙
っ
て
携
帯
を
差
し
だ
す
。 

 

宮
城 

「
か
か
っ
て
き
た
ら
、
あ
な
た
が
で
て
く
だ
さ
い
。
」 

桐
子 

「
私
が
？
・
・
・
は
い
。
」 

  
 

桐
子
、
最
後
尾
に
行
こ
う
と
す
る
。 

 

宮
城 

「
あ
な
た
は
、
そ
こ
（
⑥
）
に
。
連
絡
係
で
す
か
ら
。
」 

桐
子 

「
・
・
・
。
」 

  
 

桐
子
、
⑥
に
座
る
。 

 

運
転
手 

「
高
速
、
利
用
し
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
、
こ
の
ま
ま
下
で
？
」 

宮
城 

「
高
速
な
ん
か
使
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
着
い
ち
ゃ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」 

運
転
手 

「
じ
ゃ
あ
、
こ
の
ま
ま
。
」 

宮
城 

「
お
願
い
し
ま
す
。
」 

  
 

宮
城
、
後
ろ
に
向
き
直
り
、
銃
口
を
向
け
る
と
、
乗
客
た
ち
一
斉
に
両
手
を
挙
げ
る
。 

 

宮
城 

「
皆
さ
ん
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
ホ
ン
ト
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
出
来
る
こ
と
な
ら 

 

怪
我
人
は
出
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
ま
す
。
ど
う
か
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
」 

乗
客 

「
・
・
・
。
」 

宮
城 

「
協
力
し
て
い
た
だ
く
っ
て
の
は
、
や
っ
ぱ
り
難
し
い
で
す
か
？
」 

乗
客 

「
・
・
・
。
」 

宮
城 

「
弾
は
、
あ
と
４
発
残
っ
て
ま
す
。
協
力
し
て
い
た
だ
け
な
い
人
に
は
、
こ
こ
に
い
て
貰
っ
て 

 

は
困
る
ん
で
す
。
ど
ち
ら
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
」 

桐
子 

「
あ
の
。
」 

  
 

宮
城
、
銃
口
を
桐
子
に
向
け
る
。
桐
子
、
両
手
を
挙
げ
る
。 

 

宮
城 

「
何
で
す
か
？
連
絡
係
さ
ん
。
」 

桐
子 

「
そ
れ
。
向
け
ら
れ
て
る
と
、
ど
う
返
事
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
と
思
う
ん
で
す
け 

 

ど
。
」 

宮
城 

「
・
・
・
？
」 

桐
子 

「
怪
我
人
出
し
た
く
な
い
っ
て
言
わ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
向
け
ら
れ
て
た
ら
、
何
も
答
え
ら 

 

れ
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
」 

宮
城 

「
・
・
・
。
」 

  
 

宮
城
、
後
部
の
乗
客
方
向
に
向
く
。
勿
論
銃
口
も
。 

し
っ
か
り
と
両
手
を
挙
げ
る 

 
 

乗
客
達
。 

宮
城
、
銃
口
を
は
ず
す
。
皆
、
緊
張
。
宮
城
、
銃
口
を
向
け
る
。
皆
、
や 

 
 

は
り
緊
張
。 

 

宮
城 

「
変
わ
り
ま
せ
ん
け
ど
。
」 

桐
子 

「
仕
舞
っ
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
言
う
こ
と
聞
き
ま
す
か
ら
。
」 

  
 

宮
城
、
皆
を
見
る
。 

皆
、
黙
っ
て
頷
く
。 

拳
銃
を
腰
に
仕
舞
う
。 

 

宮
城 

「
・
・
・
言
う
こ
と
聞
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
」 

  
 

皆
、
頷
く
。 

 

宮
城 

「
声
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
」 

乗
客 

「
は
い
。
」 

宮
城 

「
あ
り
が
と
う
。
あ
、
手
、
降
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。
」 

  
 

桐
子
の
携
帯
が
鳴
り
、
宮
城
の
指
示
を
待
つ
。 

 

宮
城 

「
ど
う
ぞ
。
」 

  
 

桐
子
、
電
話
に
出
る
。 

 
桐
子 

「
は
い
。
」 

  
 

桐
子
、
宮
城
を
見
る
。
走
る
緊
張
。 

 

桐
子 

「
だ
か
ら
、
お
見
合
い
は
イ
ヤ
だ
っ
て
言
っ
て
る
で
し
ょ
。
（
宮
城
に
）
母
で
す
。
ま
さ
か
今 

 

日
だ
っ
て
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
？
何
勝
手
に
決
め
て
る
の
？
会
わ
な
い
か
ら
ね
。
ち 

 

ゃ
ん
と
断
っ
て
よ
。
面
子
と
か
、
そ
う
い
う
問
題
じ
ゃ
な
く
て
。
そ
ん
な
の
お
母
さ
ん
達
の
都 

 

合
で
し
ょ
。
あ
た
し
に
は
、
関
係
な
い
か
ら
ね
。
そ
れ
に
・
・
・
家
に
着
く
の
、
ち
ょ
っ
と
予 

 

定
よ
り
遅
れ
そ
う
だ
し
。
別
に
寄
り
道
し
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
。
ち
ょ
っ
と
電
話
じ
ゃ
説
明 
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し
に
く
い
。
し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
。
ま
だ
バ
ス
ん
中
。
今
、
向
か
っ
て
る
ん
だ
け
ど
・
・
・ 

 

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
あ
の
、
こ
れ
空
港
行
き
ま
す
・
・
・
よ
ね
？
」 

運
転
手 
「
寄
れ
ま
す
よ
、
少
し
遠
回
り
に
な
り
ま
す
け
ど
。
」 

宮
城 
「
い
や
、
空
港
に
は
、
ち
ょ
っ
と
・
・
・
。
」 

運
転
手 

「
ま
あ
、
無
理
で
す
よ
ね
？
常
識
的
に
考
え
て
も
。
」 

宮
城 

「
え
え
。
終
わ
っ
た
後
だ
っ
た
ら
い
く
ら
で
も
。
」 

桐
子 

「
ど
の
位
に
な
り
そ
う
で
す
か
？
何
か
知
ら
な
い
う
ち
に
、
お
見
合
い
段
取
っ
ち
ゃ
っ
て
た
み 

 

た
い
で
。
付
き
合
い
と
か
も
あ
っ
て
、
簡
単
に
断
れ
な
い
み
た
い
な
ん
で
す
よ
ね
。
」 

宮
城 

「
相
手
次
第
の
こ
と
な
ん
で
。
申
し
訳
な
い
で
す
け
ど
。
」 

運
転
手 

「
お
客
さ
ん
。
無
理
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
。
こ
の
人
に
も
、
こ
の
人
の
都
合
っ
て
も
ん
が
あ 

 

る
ん
で
す
か
ら
。
」 

宮
城 

「
す
い
ま
せ
ん
。
」 

桐
子 

「
じ
ゃ
あ
、
出
来
る
だ
け
早
く
っ
て
こ
と
で
お
願
い
し
ま
す
ね
。
」 

宮
城 

「
努
力
し
ま
す
。
そ
れ
切
っ
た
ら
、
一
度
警
察
に
か
け
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
」 

桐
子 

「
は
い
。
お
母
さ
ん
？
や
っ
ぱ
り
、
そ
の
時
間
に
間
に
合
わ
せ
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か 

 

も
。
出
来
る
だ
け
急
い
で
は
み
る
け
ど
、
急
ぐ
の
は
あ
た
し
じ
ゃ
な
い
か
ら
。
後
で
話
す
。
だ 

 

か
ら
後
で
説
明
す
る
か
ら
。
間
に
合
わ
な
く
っ
て
も
、
あ
た
し
の
所
為
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。
わ 

 

か
っ
て
る
。
じ
ゃ
あ
ね
。
ち
ょ
っ
と
立
て
込
ん
で
る
か
ら
切
る
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
ね
。
」 

  
 

桐
子
、
電
話
を
切
る
。 

 

晴
海 

「
ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
？
」 

宮
城 

「
何
で
し
ょ
う
か
？
」 

桐
子 

「
（
晴
海
に
）
あ
た
し
後
が
あ
る
ん
で
、
早
く
終
わ
ら
せ
ち
ゃ
い
た
い
ん
で
す
け
ど
。
」 

宮
城 

「
（
桐
子
に
）
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
く
だ
さ
い
。
」 

晴
海 

「
警
察
に
か
け
直
す
前
に
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
。
教
え
て
く
れ
ま
せ 

 

ん
か
？
あ
な
た
の
目
的
？
」 

東
山 

「
何
訊
い
て
ん
の
？
」 

晴
海 

「
あ
な
た
、
随
分
紳
士
的
だ
し
。
ホ
ン
ト
に
出
来
た
ら
危
害
加
え
た
く
な
い
っ
て
考
え
て
る
み 

 

た
い
だ
か
ら
訊
か
せ
て
貰
う
ん
で
す
け
ど
、
要
求
を
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」 

東
山 

「
す
み
ま
せ
ん
。
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
」 

  
 

東
山
の
制
止
に
構
わ
ず
。 

 

晴
海 

「
さ
っ
き
運
転
手
さ
ん
が
、
あ
な
た
に
も
都
合
が
あ
る
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
け
ど
、
あ
た
し
達 

 

に
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
結
構
大
変
な
都
合
が
。
」 

東
山 

「
別
に
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
」 

晴
海 

「
あ
る
で
し
ょ
。
」 

東
山 

「
僕
た
ち
の
は
、
大
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
で
。
気
に
し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
く
だ
さ 

 

い
。
電
話
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
」 

晴
海 

「
じ
ゃ
あ
、
何
？
東
山
く
ん
に
と
っ
て
、
あ
た
し
と
の
結
婚
は
、
全
然
大
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
か 

 

っ
た
ん
だ
。
そ
ん
な
軽
い
気
持
ち
で
い
た
か
ら
、
あ
ん
な
風
に
次
の
バ
ス
、
次
の
バ
ス
っ
て
引 

 

き
延
ば
し
て
た
ん
だ
。
」 

東
山 

「
そ
う
じ
ゃ
な
い
よ
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
今
は
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
で 

 

し
ょ
。
僕
ら
は
人
質
な
ん
だ
よ
。
わ
か
っ
て
る
？
人
質
。
撃
た
れ
た
ら
お
終
い
な
ん
だ
よ
。
」 

晴
海 

「
わ
か
っ
て
る
、
そ
ん
な
こ
と
。
」 

東
山 

「
全
然
わ
か
っ
て
な
い
よ
、
晴
海
さ
ん
は
。
宮
城
は
ね
、
」 

宮
城 

「
！
」 

東
山 

「
今
、
拳
銃
を
持
っ
て
る
ん
だ
よ
。
僕
ら
は
、
彼
に
命
を
握
ら
れ
て
る
の
。
お
父
さ
ん
に
結
婚 

 

を
許
し
て
も
ら
う
前
に
撃
た
れ
で
も
し
た
ら
、
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
？
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ら
、 

 

も
と
も
こ
も
な
い
ん
だ
よ
。
宮
城
だ
っ
て
、
そ
う
思
う
（
で
し
ょ
？
）
」 

  
 

宮
城
、
銃
口
を
東
山
に
向
け
て
る
。
固
ま
る
東
山
と
晴
海
。 

 

宮
城 

「
ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
・
・
・
さ
ん
？
」 

東
山 

「
・
・
・
久
し
ぶ
り
。
」 

宮
城 

「
！
」 

  
 

宮
城
、
東
山
に
近
づ
き
。 

 

宮
城 

「
あ
な
た
・
・
・
誰
な
ん
で
す
か
？
」 

東
山 

「
は
い
？
」 

宮
城 

「
私
の
こ
と
、
随
分
知
っ
て
る
様
な
口
振
り
で
し
た
け
ど
。
あ
な
た
一
体
誰
な
ん
で
す
？
」 

  
 

銃
口
を
は
ず
し
。 

 

宮
城 

「
も
し
か
し
て
、
東
区
の
住
民
さ
ん
？
山
中
商
店
街
辺
り
の
。
」 

東
山 

「
山
中
商
店
街
？
」 

宮
城 

「
東
区
の
北
の
方
に
あ
る
。
違
う
ん
で
す
か
？
知
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
？
私
の
こ
と
。
」 

東
山 

「
え
え
、
そ
り
ゃ
、
ま
あ
。
」 

宮
城 

「
ま
さ
か
、
知
っ
て
る
人
が
い
る
な
ん
て
。
地
元
か
ら
随
分
離
れ
た
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け 

 

ど
・
・
・
い
っ
そ
、
県
外
ま
で
出
た
方
が
良
か
っ
た
ん
で
す
か
ね
。
少
々
考
え
が
甘
か
っ
た
よ 

 

う
で
す
。
正
直
や
り
づ
ら
い
ん
で
す
よ
ね
、
知
っ
て
る
人
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
。
」 

  
 

再
び
、
銃
口
を
向
け
。 

 

晴
海 

「
（
東
山
に
）
同
級
生
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？
」 

宮
城 

「
同
級
生
？
」 

晴
海 

「
人
違
い
だ
っ
た
ら
構
わ
な
い
ん
で
す
よ
ね
？
あ
な
た
の
素
性
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
人 

 

が
、
こ
の
ま
ま
人
質
で
あ
っ
て
も
。
」 
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宮
城 

「
知
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
？
私
の
こ
と
。
」 

晴
海 

「
人
違
い
だ
よ
ね
？
」 

東
山 
「
宮
城
・
・
・
だ
よ
ね
？
」 

晴
海 
「
ち
ょ
っ
と
、
」 

東
山 

「
大
丈
夫
だ
よ
。
・
・
・
僕
の
知
っ
て
る
宮
城
は
、
平
気
で
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
奴
じ
ゃ
な 

 

か
っ
た
（
目
前
に
銃
口
が
）
・
・
・
気
が
す
る
。
・
・
・
覚
え
て
な
い
か
な
？
東
部
中
学
校
で 

 

同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
、
東
山
。
」 

宮
城 

「
？
」 

東
山 

「
あ
ん
ま
り
話
と
か
し
な
か
っ
た
け
ど
、
出
席
番
号
が
近
く
て
、
一
緒
の
班
に
は
よ
く
な
っ
て 

 

た
よ
ね
。
東
山
毅
。
そ
っ
か
。
あ
の
頃
よ
り
少
し
太
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
わ
か
り
難
い
の
か
な
？
」 

晴
海 

「
太
っ
た
？
」 

東
山 

「
結
構
ね
。
」 

晴
海 

「
そ
れ
で
太
っ
た
の
？
」 

東
山 

「
努
力
し
た
ん
だ
。
」 

宮
城 

「
・
・
・
コ
ツ
コ
ツ
？
」 

晴
海 

「
コ
ツ
コ
ツ
？
」 

東
山 

「
思
い
出
し
て
く
れ
た
？
」 

宮
城 

「
コ
ツ
コ
ツ
！
」 

東
山 

「
う
ん
。
」 

宮
城 

「
う
わ
あ
・
・
・
お
前
、
太
っ
た
な
あ
。
全
然
わ
か
ん
な
か
っ
た
よ
。
」 

東
山 

「
そ
ん
な
に
太
っ
た
か
な
？
」 

宮
城 

「
太
っ
た
よ
。
て
、
言
う
か
、
急
激
に
太
り
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
？
よ
く
な
い
ぞ
、
そ
う
い
う
の
。 

 

で
も
ま
あ
、
ど
っ
ち
か
っ
て
言
う
と
、
あ
の
頃
が
細
す
ぎ
た
の
か
も
知
れ
な
い
け
ど
な
。
」 

東
山 

「
ま
あ
ね
。
」 

宮
城 

「
で
、
何
？
結
婚
だ
っ
て
？
お
め
で
と
う
。
」 

東
山 

「
あ
り
が
と
う
。
」 

宮
城 

「
ご
め
ん
な
。
こ
ん
な
こ
と
に
巻
き
込
ん
じ
ゃ
っ
て
。
」 

東
山 

「
い
い
ん
だ
よ
、
別
に
。
」 

晴
海 

「
よ
く
は
な
い
で
し
ょ
。
」 

宮
城 

「
す
い
ま
せ
ん
。
」 

東
山 

「
い
や
、
ホ
ン
ト
に
い
い
ん
だ
。
だ
か
ら
そ
の
、
そ
れ
、
ど
け
て
も
ら
え
な
い
か
な
？
」 

宮
城 

「
・
・
・
あ
あ
、
ゴ
メ
ン
ゴ
メ
ン
。
」 

  
 

宮
城
、
銃
を
仕
舞
う
。 

 

晴
海 

「
宮
城
さ
ん
。
再
会
を
懐
か
し
む
の
は
い
い
ん
で
す
け
ど
、
質
問
に
答
え
て
は
頂
け
ま
せ
ん 

か
？
」 

宮
城 

「
あ
あ
。
要
求
で
し
た
よ
ね
？
」 

晴
海 

「
あ
た
し
た
ち
の
幸
せ
な
将
来
が
か
か
っ
て
る
ん
で
す
。
」 

東
山 

「
晴
海
さ
ん
。
」 

晴
海 

「
今
日
を
逃
し
た
ら
、
ま
た
先
延
ば
し
に
な
っ
て
、
永
遠
に
結
婚
出
来
な
い
か
も
知
れ
な
い
ん

 

だ
よ
。
」 

東
山 

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
っ
て
。
」 

晴
海 

「
あ
る
。
」 

東
山 

「
大
丈
夫
だ
よ
。
僕
、
頑
張
る
か
ら
。
」 

晴
海 

「
頑
張
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
な
っ
て
る
ん
で
し
ょ
？
」 

茜 

「
ア
ア
ッ
！
！
」 

  
 

宮
城
、
銃
口
を
茜
に
。
皆
も
注
目
。
張
り
つ
め
る
空
気
。 

 

茜 

「
・
・
・
交
番
の
お
巡
り
さ
ん
で
す
よ
ね
？
」 

宮
城 

「
！
」 

茜 

「
あ
な
た
、
山
中
商
店
街
の
交
番
の
お
巡
り
さ
ん
で
す
よ
ね
？
」 

宮
城 

「
・
・
・
。
」 

桐
子 

「
警
察
官
な
ん
で
す
か
？
」 

宮
城 

「
・
・
・
は
い
。
」 

桐
子 

「
ど
う
し
て
警
察
で
あ
る
あ
な
た
が
？
」 

宮
城 

「
警
察
だ
か
ら
で
す
。
」 

晴
海 

「
え
？
」 

茜 

「
制
服
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
気
づ
か
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
あ
た
し
、
実
家
が 

 

あ
の
辺
り
な
ん
で
す
よ
。
何
度
か
挨
拶
も
し
て
ま
す
よ
ね
？
」 

  
 

と
、
茜
、
か
け
て
い
た
眼
鏡
を
外
す
。 

 

宮
城 

「
・
・
・
豊
田
さ
ん
と
こ
の
・
・
・
。
」 

茜 

「
そ
う
で
す
。
豊
田
の
家
の
も
の
で
す
。
や
っ
ぱ
り
流
石
で
す
よ
ね
。
住
民
の
顔
、
ち
ゃ
ん
と 

 

覚
え
て
て
く
れ
て
る
。
」 

宮
城 

「
い
や
。
す
ぐ
に
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
」 

茜 

「
し
ょ
う
が
な
い
で
す
よ
。
普
段
、
眼
鏡
な
ん
か
か
け
て
な
い
で
す
も
ん
。
ど
う
し
て
で
す
か
？ 

 

何
で
こ
ん
な
こ
と
？
お
母
さ
ん
か
ら
お
巡
り
さ
ん
の
こ
と
、
よ
く
聞
か
さ
れ
る
ん
で
す
。
あ
そ 

 

こ
の
交
番
に
来
た
新
し
い
お
巡
り
さ
ん
・
・
・
宮
城
さ
ん
は
、
本
当
に
い
い
人
だ
っ
て
。
警
察 

 

官
の
鏡
だ
っ
て
。
」 

光
子 

「
あ
た
し
も
茜
の
家
に
行
っ
た
時
、
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
あ
の
お
巡
り
さ
ん
の
お
陰
で
、
こ
ん 

 
な
物
騒
な
世
の
中
で
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
ん
だ
っ
て
。
あ
な
た
が
そ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
だ
っ 

 

た
ん
で
す
ね
？
」 

茜 

「
ま
る
で
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
自
慢
げ
に
、
い
つ
も
話
す
ん
で
す
よ
ね
。
ど
う
し
て
こ
ん
な 

 

こ
と
し
て
る
ん
で
す
か
？
」 

  
 

桐
子
の
電
話
が
鳴
る
。 
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宮
城 

「
出
て
く
だ
さ
い
。
」 

  
 

桐
子
、
電
話
に
出
る
。 

 

桐
子 

「
も
し
も
し
。
」 

  
 

桐
子
、
宮
城
を
見
る
。
走
る
緊
張
。
手
を
差
し
出
す
、
宮
城
。 

 

桐
子 

「
だ
か
ら
、
今
ダ
メ
な
ん
だ
っ
て
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
母
で
す
。
」 

宮
城 

「
手
短
に
。
」 

桐
子 

「
後
で
ち
ゃ
ん
と
話
す
か
ら
。
今
、
忙
し
い
か
ら
・
・
・
何
で
知
っ
て
ん
の
？
ニ
ュ
ー
ス
で
流 

 

れ
て
る
っ
て
。
」 

宮
城 

「
え
？
」 

運
転
手 

「
ラ
ジ
オ
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
故
障
中
な
ん
で
。
す
い
ま
せ
ん
ね
え
。
」 

晴
海 

「
携
帯
で
確
認
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

宮
城 

「
お
願
い
で
き
ま
す
か
？
」 

  
 

宮
城
、
没
収
し
て
い
た
携
帯
の
一
つ
を
返
そ
う
と
す
る
。 

 

晴
海 

「
あ
た
し
の
は
、
そ
う
い
う
の
見
ら
れ
な
い
か
ら
。
東
山
君
の
は
？
」 

東
山 

「
多
分
見
ら
れ
る
ん
だ
と
思
う
け
ど
、
使
い
方
が
ち
ょ
っ
と
。
」 

光
子 

「
そ
の
、
携
帯
電
話
の
付
い
た
携
帯
電
話
。
そ
れ
返
し
て
貰
え
れ
ば
、
あ
た
し
が
。
」 

宮
城 

「
携
帯
の
付
い
た
携
帯
？
」 

桐
子 

「
そ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

宮
城 

「
お
願
い
し
ま
す
。
」 

  
 

光
子
、
携
帯
で
ニ
ュ
ー
ス
を
確
認
。 

 

桐
子 

「
で
、
何
て
言
っ
て
る
っ
て
？
あ
た
し
が
？
違
う
違
う
。
あ
た
し
は
、
犯
人
に
言
わ
れ
て
、
た 

 

だ
電
話
し
た
だ
け
だ
か
ら
。
当
た
り
前
で
し
ょ
。
自
分
の
娘
が
信
じ
ら
れ
な
い
の
？
だ
か
ら
、 

 

あ
た
し
が
連
絡
係
に
指
名
さ
れ
て
、
こ
う
や
っ
て
電
話
の
や
り
と
り
を
担
当
し
て
る
の
。
か
け 

 

て
き
た
の
は
、
お
母
さ
ん
の
方
で
し
ょ
。
」 

光
子 

「
犯
人
、
ふ
た
り
組
に
な
っ
て
ま
す
。
男
と
女
の
ふ
た
り
組
だ
っ
て
。
で
、
女
性
の
方
が
、
婦 

 

人
警
官
の
可
能
性
有
り
っ
て
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
け
ど
。
」 

東
山 

「
警
官
は
宮
城
の
方
だ
よ
ね
。
」 

桐
子 

「
何
で
あ
た
し
が
犯
人
に
さ
れ
て
る
の
？
だ
か
ら
違
う
っ
て
。
す
い
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
、
母 

 

の
誤
解
説
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」 

  
 

宮
城
、
電
話
を
代
わ
る
。 

 

宮
城 

「
も
し
も
し
。
犯
人
で
す
。
い
え
。
ホ
ン
ト
に
お
嬢
さ
ん
は
、
関
係
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
私
が 

 

言
う
の
も
何
で
す
が
、
信
用
し
て
く
だ
さ
い
。
お
嬢
さ
ん
は
、
た
だ
の
人
質
で
す
。
私
が
お
願 

 

い
し
て
、
連
絡
係
を
し
て
頂
い
た
ん
で
す
。
す
い
ま
せ
ん
。
出
来
る
だ
け
早
急
に
解
決
し
て
、 

 

お
嬢
さ
ん
、
お
返
し
し
ま
す
か
ら
。
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
迷
惑
掛
け
て
る
の
は
、
私
の
方 

 

で
す
か
ら
。
は
い
。
は
い
。
失
礼
し
ま
す
。
あ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
」 

  
 

桐
子
、
電
話
を
代
わ
る
。 

 

桐
子 

「
わ
か
っ
た
？
じ
ゃ
あ
、
一
回
切
る
か
ら
ね
。
電
話
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。
警
察
に
。
心 

 

配
し
な
く
て
い
い
か
ら
。
じ
ゃ
あ
ね
。
」 
  

 

携
帯
を
切
る
。 

 

宮
城 

「
す
い
ま
せ
ん
。
」 

桐
子 

「
早
く
済
ま
せ
て
貰
っ
て
も
い
い
で
す
か
？
こ
の
ま
ま
だ
と
、
実
家
の
方
に
も
、
マ
ス
コ
ミ
と 

 

か
押
し
掛
け
て
来
ち
ゃ
い
そ
う
な
雰
囲
気
な
ん
で
。
」 

宮
城 

「
取
り
敢
え
ず
、
電
話
か
け
て
頂
け
ま
す
か
？
」 

桐
子 

「
で
も
、
何
で
あ
た
し
っ
て
わ
か
っ
た
ん
だ
ろ
？
」 

晴
海 

「
婦
人
警
官
な
ん
で
す
か
？
」 

桐
子 

「
え
？
」 

宮
城 

「
そ
う
な
ん
で
す
か
？
」 

  
 

宮
城
、
銃
を
構
え
る
。
走
る
緊
張
。 

 

桐
子 

「
だ
か
ら
っ
て
、
別
に
あ
な
た
の
こ
と
捕
ま
え
た
り
し
ま
せ
ん
か
ら
。
あ
た
し
、
今
日
、
非
番 

 

な
ん
で
す
。
時
間
外
の
労
働
は
し
な
い
主
義
な
ん
で
す
。
」 

宮
城 

「
何
故
で
す
？
」 

桐
子 

「
あ
た
り
前
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」 

宮
城 

「
当
た
り
前
？
」 

桐
子 

「
時
間
外
手
当
て
が
付
く
わ
け
で
も
な
し
。
も
し
仮
に
、
ま
か
り
間
違
っ
て
、
あ
た
し
が
あ
な 

 

た
の
事
を
逮
捕
で
き
た
と
し
て
も
、
上
司
に
誉
め
ら
れ
れ
ば
御
の
字
。
大
抵
は
『
勝
手
な
行
動 

 

を
と
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
』
っ
て
怒
鳴
ら
れ
る
の
が
お
ち
で
す
か
ら
。
第
一
、
こ
れ
で
怪
我
で
も 

 

し
ち
ゃ
っ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
。
何
の
た
め
に
難
し
い
試
験
受
け
て
、
公
務 

 
員
に
な
っ
た
と
思
っ
て
る
ん
で
す
か
？
肝
心
な
の
は
、
平
穏
無
事
な
安
定
し
た
生
活
。
警
察
官 

 

も
、
要
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
て
こ
と
で
す
。
日
々
黙
々
と
業
務
を
こ
な
し
、
月
々
安
定
し 

 

た
お
給
料
を
受
け
取
る
。
あ
た
し
の
最
終
目
標
は
、
安
定
し
た
公
務
員
と
の
結
婚
で
す
か
ら
。 

 

出
来
る
事
な
ら
白
バ
イ
隊
員
が
い
い
か
な
？
」 

宮
城 

「
・
・
・
だ
か
ら
ダ
メ
な
ん
で
す
。
そ
ん
な
風
だ
か
ら
、
日
本
の
警
察
は
落
ち
た
っ
て
言
わ
れ 

 

て
し
ま
う
ん
で
す
。
」 

桐
子 

「
・
・
・
何
勝
手
な
事
言
っ
て
る
ん
で
す
か
？
そ
れ
、
あ
な
た
自
身
に
言
え
る
こ
と
で
す
よ
ね
。 



 - 7 - 

 

現
役
警
察
官
の
あ
な
た
が
、
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
を
し
て
る
ん
で
す
か
ら
。
実
際
に
罪
を
犯
し
て
る 

 

あ
な
た
と
、
時
間
外
労
働
を
し
な
い
あ
た
し
と
、
ど
ち
ら
が
間
違
っ
て
る
と
思
っ
て
る
ん
で
す 

 
か
？
」 

宮
城 
「
そ
れ
は
、
」 

桐
子 

「
ま
っ
た
く
・
・
・
。
」 

桐
子 

「
要
求
の
交
渉
が
成
立
し
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
あ
た
し
の
誤
解
も
解
い
て
く
だ
さ
い
よ
。
」 

東
山 

「
着
信
履
歴
。
警
察
に
番
号
が
残
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
？
」 

桐
子 

「
・
・
・
あ
。
自
分
の
携
帯
使
う
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
」 

宮
城 

「
す
い
ま
せ
ん
。
」 

桐
子 

「
も
う
い
い
で
す
。
そ
れ
よ
り
、
電
話
か
け
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。
」 

晴
海 

「
待
っ
て
。
ま
だ
質
問
に
答
え
て
貰
っ
て
ま
せ
ん
。
」 

桐
子 

「
そ
ん
な
こ
と
、
も
う
、
ど
う
で
も
い
い
で
し
ょ
？
」 

  
 

桐
子
、
電
話
を
か
け
よ
う
と
す
る
と
。 

 

宮
城 

「
改
革
な
ん
で
す
。
」 

桐
子 

「
改
革
？
」 

宮
城 

「
私
、
正
義
の
味
方
に
憧
れ
て
た
ん
で
す
。
物
心
付
い
た
頃
か
ら
、
ず
っ
と
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー 

 

に
な
り
た
か
っ
た
。
ヒ
ー
ロ
ー
は
、
強
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
空
手
を
習
い
ま
し
た
。
優
し 

 

く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
犬
と
猫
と
ハ
ム
ス
タ
ー
と
カ
ブ
ト
ム
シ
を
飼
い
ま
し
た
。
そ
し
て
何 

 

よ
り
、
正
し
い
心
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
嘘
を
つ
く
こ
と
を
拒
絶
し
ま
し
た
。
そ 

 

ん
な
私
が
選
ん
だ
職
業
。
そ
れ
は
日
本
の
治
安
を
守
る
警
察
官
で
す
。
大
き
い
こ
と
よ
り
、
ま 

 

ず
は
、
自
分
の
身
の
回
り
の
平
和
を
守
る
べ
く
、
交
番
勤
務
を
切
望
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
ふ 

 

れ
あ
い
、
心
を
通
わ
せ
、
明
る
く
楽
し
い
町
づ
く
り
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
今
、 

 

世
間
を
騒
が
す
乱
れ
き
っ
た
日
本
の
現
状
。
も
う
私
は
耐
え
ら
れ
な
い
。
確
か
に
私
ご
と
き
が 

 

騒
い
だ
と
こ
ろ
で
何
が
変
わ
る
と
も
思
え
な
い
。
し
か
し
、
何
か
行
動
を
起
こ
さ
な
い
で
は
い 

 

ら
れ
な
い
。
考
え
に
考
え
た
挙
げ
句
、
ま
ず
は
警
視
庁
内
部
の
大
掃
除
を
し
て
み
よ
う
と
思
い 

 

立
っ
た
わ
け
で
す
。
取
り
敢
え
ず
は
、
迷
惑
を
掛
け
っ
ぱ
な
し
の
国
民
の
皆
さ
ん
へ
の
謝
罪
。 

 

そ
し
て
、
無
闇
や
た
ら
と
横
行
し
て
い
る
天
下
り
制
度
の
撤
廃
を
要
求
し
て
み
よ
う
か
と
。
こ 

 

ん
な
私
の
我
が
儘
に
付
き
合
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
皆
さ
ん
に
は
、
本
当
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ 

 

て
ま
す
。
で
も
、
も
う
少
し
だ
け
お
つ
き
あ
い
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。
」 

桐
子 

「
バ
カ
じ
ゃ
な
い
の
？
こ
ん
な
こ
と
し
た
っ
て
、
何
が
変
わ
る
っ
て
訳
で
も
な
い
で
し
ょ
？
第 

 

一
、
こ
ん
な
小
さ
い
バ
ス
会
社
の
バ
ス
を
ジ
ャ
ッ
ク
し
て
、
何
の
意
味
が
あ
る
っ
て
い
う
の
？ 

 

も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
行
動
し
た
ら
ど
う
な
の
？
バ
カ
丸
出
し
じ
ゃ
な
い
。
」 

宮
城 

「
そ
の
通
り
で
す
。
何
も
否
定
は
し
ま
せ
ん
。
私
だ
っ
て
、
こ
ん
な
事
で
何
か
が
変
わ
る
と
は 

 

こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
思
っ
て
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
れ
を
や
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
ん
で
す
。
何
も 

 

や
ら
な
い
よ
り
、
や
っ
た
方
が
い
い
ん
で
す
。
私
は
、
き
っ
と
逮
捕
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、 

 

そ
れ
で
い
い
ん
で
す
。
誰
か
が
、
何
か
し
ら
の
行
動
を
起
こ
し
た
っ
て
い
う
事
実
が
大
切
な
ん 

 

で
す
。
」 

運
転
手 

「
わ
か
る
。
わ
か
る
よ
、
そ
の
気
持
ち
。
私
だ
っ
て
ね
、
ヒ
ー
ロ
ー
に
憧
れ
て
い
た
時
期
は
あ 

 

っ
た
。
将
来
の
夢
は
？
っ
て
聞
か
れ
た
ら
、
必
ず
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
っ
て
答
え
て
た
よ
。
普
段 

 

は
、
月
野
う
さ
ぎ
の
様
に
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
も
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
、
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン 

 

に
変
身
し
て
、
命
懸
け
で
世
界
の
平
和
を
守
る
。
そ
ん
な
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
に
、
ず
っ
と
な
り 

 

た
か
っ
た
。
心
底
憧
れ
て
た
。
で
も
ね
、
あ
る
時
気
づ
い
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。
所
詮 

ア
ニ
メ 

 

は
ア
ニ
メ
。
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
に
は
な
れ
な
い
ん
だ
っ
て
ね
。
で
も
ね
、
そ
ん
な
思
い
が
あ
っ 

 

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
う
し
て
バ
ス
の
運
転
手
を
や
っ
て
い
ら
れ
る
。
こ
ん
な
事
件
が
起
き
た 

 

と
き
、
命
を
掛
け
て
乗
客
達
を
守
る
。
そ
ん
な
機
会
を
ず
っ
と
待
ち
望
ん
で
い
た
ん
だ
。
や
っ 

 

て
や
ろ
う
よ
。
腐
っ
た
日
本
警
察
に
一
石
を
投
じ
て
や
ろ
う
よ
。
」 

宮
城 

「
あ
り
が
と
う
。
」  

  
 

思
い
を
分
か
ち
合
う
、
ふ
た
り
。 

 

光
子 

「
行
方
の
わ
か
ら
な
い
カ
ラ
カ
ラ
号
の
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
て
ま
す
。
空
港
行
き
の
巡
回
バ 

 

ス
、
カ
ラ
カ
ラ
号
っ
て
、
こ
の
バ
ス
で
す
よ
ね
。
名
古
屋
２
２
か
１
１
０
１
。
こ
の
バ
ス
が
警 

 

察
に
見
つ
か
る
の
も
時
間
の
問
題
み
た
い
で
す
ね
。
」 

茜 

「
み
っ
ち
ゃ
ん
？
」 

光
子 

「
あ
あ
、
（
携
帯
）
こ
れ
。
新
し
く
情
報
流
れ
て
き
て
。
」 

み
ん
な 

「
・
・
・
。
」 

光
子 

「
あ
れ
？
だ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ス
見
て
く
だ
さ
い
っ
て
。
」 

宮
城 

「
あ
り
が
と
う
。
」 

桐
子 

「
も
う
、
電
話
し
て
も
い
い
ん
で
す
か
？
」 

晴
海 

「
そ
れ
協
力
す
る
代
わ
り
に
、
あ
た
し
達
に
も
協
力
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」 

桐
子 

「
は
あ
？
」 

晴
海 

「
あ
た
し
達
全
面
的
に
協
力
し
ま
す
。
や
り
ま
し
ょ
う
よ
。
そ
の
一
石
を
投
じ
る
っ
て
奴
。
」 

東
山 

「
は
、
晴
海
さ
ん
？
」 

晴
海 

「
や
ろ
う
よ
、
東
山
君
。
」 

東
山 

「
や
る
っ
て
、
何
を
？
」 

晴
海 

「
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
。
宮
城
さ
ん
と
一
緒
に
一
石
を
投
じ
ち
ゃ
う
の
。
」 

東
山 

「
嘘
で
す
。
冗
談
で
す
。
ビ
ッ
ク
リ
し
ち
ゃ
う
く
ら
い
バ
カ
バ
カ
し
い
ア
メ
リ
カ
ン
ジ
ョ
ー
ク 

 

で
す
。
」 

晴
海 

「
冗
談
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
本
気
も
本
気
。
大
本
気
だ
よ
。
」 

東
山 

「
バ
カ
な
こ
と
言
わ
な
い
で
よ
。
僕
ら
が
し
た
か
っ
た
の
は
、
結
婚
だ
よ
ね
？
別
に
革
命
を
起 

 

こ
し
た
い
と
か
、
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
よ
ね
？
何
で
警
察
に
石
投
げ
ち
ゃ
う
の
？
」 

晴
海 
「
警
察
に
石
を
投
げ
る
の
は
、
宮
城
さ
ん
で
し
ょ
。
あ
た
し
達
が
石
を
投
げ
る
の
は
、
」 

  
 

晴
海
、
鞄
か
ら
何
か
を
取
り
出
し
、 

 

晴
海 

「
あ
た
し
の
お
父
さ
ん
。
」 

  
 

茜
に
向
け
る
。 
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曲
Ｉ
Ｎ 

 

東
山 
「
晴
海
さ
ん
！
」 

  
 

そ
の
手
に
は
、
拳
銃
。 

 

晴
海 

「
こ
れ
で
、
あ
た
し
達
も
同
罪
で
す
よ
ね
？
」 

桐
子 

「
あ
な
た
、
そ
れ
。
」 

晴
海 

「
今
時
、
一
般
市
民
が
持
っ
て
て
も
不
思
議
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？
こ
う
な
っ
た
以
上
、
あ
な
た 

 

（
桐
子
）
に
も
、
引
き
続
き
協
力
し
て
貰
う
か
ら
ね
。
運
転
手
さ
ん
、
悪
い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と 

 

寄
り
道
し
て
も
ら
え
ま
す
？
」 

運
転
手 

「
如
月
工
務
店
だ
ね
？
」 

東
山 

「
え
？
」 

運
転
手 

「
あ
ん
た
、
如
月
さ
ん
と
こ
の
お
嬢
さ
ん
だ
ろ
？
要
す
る
に
、
そ
っ
ち
の
ガ
リ
ガ
リ
さ
ん
と
の 

 

結
婚
を
反
対
さ
れ
て
て
、
」 

東
山 

「
コ
ツ
コ
ツ
で
す
。
」 

運
転
手 

「
お
父
さ
ん
を
説
得
す
べ
く
、
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
を
企
て
た
。
大
方
そ
ん
な
と
こ
だ
ろ
？
」 

東
山 

「
何
で
、
そ
こ
ま
で
。
」 

運
転
手 

「
何
年
、
こ
の
町
で
バ
ス
走
ら
せ
て
る
と
思
っ
て
ん
だ
い
。
こ
の
町
の
大
抵
の
事
情
は
知
り
尽 

 

く
し
て
る
つ
も
り
だ
よ
。
宮
城
の
旦
那
、
チ
ョ
イ
と
寄
り
道
す
る
よ
。
」 

  
 

 

運
転
手
、
右
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
。
よ
ろ
け
る
乗
客
達
。 

 

晴
海 

「
流
石
、
運
転
手
さ
ん
。
話
が
早
い
。
」  

宮
城 

「
私
が
そ
ん
な
こ
と
を
許
す
と
で
も
思
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」 

  
 

宮
城
、
銃
口
を
晴
海
に
。 

 

晴
海 

「
え
？
」 

東
山 

「
宮
城
！
」 

宮
城 

「
確
か
に
今
、
私
の
や
っ
て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。
し
か
し
、
私
は
腐
っ
て
も
警
察
官
。
法
を 

 

守
っ
て
な
ん
ぼ
の
世
界
に
生
き
て
る
人
間
な
ん
で
す
。
例
え
、
今
が
ど
ん
な
状
況
に
あ
ろ
う
と
、 

 

目
の
前
で
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
犯
罪
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
銃
を
捨
て
て
く 

 

だ
さ
い
。
」 

東
山 

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
、
宮
城
。
お
か
し
い
よ
、
そ
れ
。
間
違
っ
て
る
よ
。
」 

宮
城 

「
す
ま
な
い
。
コ
ツ
コ
ツ
。
」 

東
山 

「
何
謝
っ
て
る
ん
だ
よ
。
早
く
そ
れ
お
ろ
し
て
よ
。
」 

宮
城 

「
そ
れ
は
出
来
な
い
。
」 

東
山 

「
宮
城
は
、
自
分
の
都
合
で
僕
ら
を
巻
き
込
ん
だ
ん
だ
よ
。
例
え
そ
れ
が
、
ど
ん
な
理
由
で
あ 

 

ろ
う
と
、
僕
ら
は
君
に
巻
き
込
ま
れ
た
ん
だ
。
そ
ん
な
君
の
我
が
儘
を
晴
海
さ
ん
は
、
受
け
入 

 

れ
ま
す
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
る
ん
だ
よ
。
そ
ん
な
彼
女
に
銃
を
向
け
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
の
お 

 

か
し
い
よ
。
」 

宮
城 

「
私
は
、
私
の
信
じ
た
正
義
を
貫
く
。
こ
れ
か
ら
私
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
間
違
っ 

 

て
し
ま
っ
た
日
本
の
軌
道
を
修
正
す
る
為
に
必
要
な
こ
と
な
ん
だ
。
言
う
な
れ
ば
、
こ
れ
は
必 

 

要
悪
。
そ
れ
を
邪
魔
す
る
者
は
何
人
た
り
と
も
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
コ
ツ
コ
ツ
、 

 

例
え
そ
れ
が
君
の
婚
約
者
で
あ
っ
て
も
だ
。
銃
を
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
」 

東
山 

「
宮
城
！
」 

晴
海 

「
・
・
・
。
」 

  
 

笑
う
桐
子
。 

 
 

曲
Ｏ
Ｕ
Ｔ 

 

桐
子 

「
バ
カ
丸
出
し
。
」 

皆 

「
！
」 

桐
子 

「
言
っ
た
で
し
ょ
？
も
っ
と
考
え
て
行
動
し
な
さ
い
っ
て
。
こ
ん
な
こ
と
で
結
婚
の
了
承
を
得 

 

ら
れ
る
っ
て
本
気
で
思
っ
て
る
の
？
ち
ょ
っ
と
、
そ
こ
の
コ
リ
コ
リ
さ
ん
。
」 

東
山 

「
コ
ツ
コ
ツ
で
す
。
」 

桐
子 

「
要
は
、
あ
ん
た
が
だ
ら
し
な
い
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
し
ょ
？
し
っ
か
り
し 

 

な
さ
い
よ
。
」 

東
山 

「
す
い
ま
せ
ん
。
」 

桐
子 

「
で
、
あ
ん
た
（
宮
城
）
。
あ
ん
た
以
上
に
バ
カ
な
こ
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
彼
女
（
晴
海
） 

 

は
ね
、
理
由
は
ど
う
あ
れ
、
あ
ん
た
に
協
力
す
る
っ
て
言
っ
て
る
ん
で
し
ょ
。
意
固
地
に
な
っ 

 

て
な
い
で
、
素
直
に
あ
り
が
と
う
の
一
つ
で
も
言
っ
た
ら
ど
う
な
の
？
第
一
、
こ
こ
に
い
る
乗 

 

客
の
協
力
が
な
き
ゃ
ま
と
ま
る
話
も
ま
と
ま
ん
な
い
ん
で
し
ょ
？
」 

宮
城 

「
・
・
・
。
」 

桐
子 

「
で
、
ど
う
す
ん
の
？
電
話
す
る
の
？
し
な
い
の
？
」 

宮
城 

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」 

桐
子 

「
あ
ん
た
た
ち
に
も
都
合
が
あ
る
よ
う
に
、
あ
た
し
に
も
都
合
が
あ
る
の
。
ど
こ
に
寄
り
道
し 

 

よ
う
が
全
然
構
わ
な
い
か
ら
さ
、
さ
っ
さ
と
終
わ
ら
せ
ち
ゃ
っ
て
よ
。
ち
ゃ
ん
と
、
あ
た
し
も 

 

協
力
す
る
か
ら
。
」 

東
山 

「
え
っ
？
あ
な
た
・
・
・
。
」 

桐
子 

「
言
っ
た
で
し
ょ
？
時
間
外
労
働
は
し
な
い
主
義
だ
っ
て
。
」 

東
山 

「
宮
城
。
」 

宮
城 
「
・
・
・
。
」 

茜 

「
必
要
悪
な
ん
で
す
よ
ね
？
」 

晴
海 

「
動
か
な
い
で
。
」 

茜 

「
そ
れ
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
降
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。
宮
城
さ
ん
。
あ
た
し
た
ち
に
も
協 

 

力
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ご
め
ん
。
い
い
よ
ね
？
」 

光
子 

「
人
そ
れ
ぞ
れ
、
誰
に
で
も
事
情
っ
て
の
は
あ
り
ま
す
。
あ
た
し
た
ち
も
石
、
一
緒
に
投
げ
ち 

 

ゃ
い
ま
す
。
」 
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茜 

「
み
っ
ち
ゃ
ん
。
」 

光
子 

「
い
い
で
す
よ
ね
？
お
巡
り
さ
ん
。
」 

宮
城 
「
・
・
・
。
」 

運
転
手 
「
で
、
ど
こ
に
寄
れ
ば
い
い
ん
だ
い
？
宮
城
の
旦
那
は
、
腐
っ
た
日
本
警
察
に
。
如
月
さ
ん
と 

 

こ
の
お
嬢
さ
ん
と
ポ
キ
ポ
キ
さ
ん
は
、
」 

東
山 

「
コ
ツ
コ
ツ
で
す
。
」 

運
転
手 

「
結
婚
を
反
対
し
て
い
る
お
父
さ
ん
に
。
で
、
あ
ん
た
は
、
一
体
誰
に
石
投
げ
つ
け
る
つ
も
り 

 

な
ん
だ
い
？
」 

茜 

「
あ
た
し
た
ち
は
、
」 

運
転
手 

「
社
長
か
人
事
部
長
っ
て
と
こ
ろ
か
？
」 

茜 

「
え
？
」 

運
転
手 

「
何
か
し
ら
の
理
由
で
、
不
当
解
雇
を
受
け
、
謝
罪
と
、
慰
謝
料
、
或
い
は
正
当
な
退
職
金
の 

 

請
求
っ
て
と
こ
ろ
だ
ろ
。
」 

茜 

「
そ
の
通
り
で
す
。
」 

運
転
手 

「
そ
ん
な
こ
っ
た
ろ
う
と
思
っ
た
よ
。
で
、
ど
う
す
る
や
？
宮
城
の
旦
那
。
」 

宮
城 

「
・
・
・
。
」 

晴
海 

「
宮
城
さ
ん
。
そ
れ
、
降
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
た
し
も
降
ろ
し
ま
す
か
ら
。
」 

宮
城 

「
・
・
・
。
」 

東
山 

「
宮
城
。
」 

宮
城 

「
・
・
・
こ
れ
は
、
私
が
皆
さ
ん
に
強
要
し
た
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
飽
く
ま
で
も
人
質
。 

 

犯
罪
を
犯
し
た
の
は
、
私
一
人
。
」 

晴
海 

「
そ
れ
っ
て
・
・
・
。
」 

宮
城 

「
こ
れ
が
、
寄
り
道
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
私
か
ら
の
条
件
で
す
。
そ
れ
が
飲
め
な
い
の
で
あ 

 

る
な
ら
、
皆
さ
ん
の
要
望
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
」 

晴
海 

「
・
・
・
。
」 

東
山 

「
晴
海
さ
ん
。
」 

晴
海 

「
（
東
山
に
）
で
も
、
」 

  
 

東
山
、
晴
海
を
ジ
ッ
と
見
つ
め
、 

 

晴
海 

「
わ
か
り
ま
し
た
。
」 

茜 

「
あ
た
し
た
ち
も
、
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す
。
」 

桐
子 

「
も
う
、
か
け
ち
ゃ
っ
て
も
い
い
で
す
か
？
」 

宮
城 

「
お
願
い
し
ま
す
。
」 

桐
子 

「
ま
っ
た
く
。
」 

  
 

桐
子
、
電
話
を
か
け
よ
う
と
す
る
。
急
ブ
レ
ー
キ
。 

よ
ろ
け
る
乗
客
達
。 

 

桐
子 

「
今
度
は
、
何
で
す
か
？
」 

運
転
手 

「
検
問
。
」 

皆 

「
！
」 

運
転
手 

「
ザ
ッ
と
５
０
人
て
と
こ
か
。
」 

  
 

乗
客
達
、
前
を
覗
き
込
む
。 

 

運
転
手 

「
警
察
も
気
合
い
入
っ
て
ん
ね
ぇ
。
ど
う
す
る
や
？
宮
城
の
旦
那
。
振
り
切
る
の
か
？
そ
れ
と 

 

も
、
こ
こ
で
や
め
る
の
か
？
」 

  
 

皆
、
宮
城
に
注
目
。 

 

宮
城 

「
・
・
・
。
」 

桐
子 

「
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
よ
！
こ
の
期
に
及
ん
で
、
何
悩
ん
で
る
の
？
」 

宮
城 

「
・
・
・
。
」 

光
子 

「
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
。
男
女
ふ
た
り
組
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
た
カ
ラ
カ
ラ
号
、
つ
い
今
し
方
発
見 

 

さ
れ
る
！
犯
人
の
ひ
と
り
は
、
現
職
婦
人
警
官
と
断
定
。
日
本
警
察
の
威
信
に
か
け
、
人
質
を 

 

無
事
救
出
出
来
る
か
？
」 

桐
子 

「
ど
う
し
て
く
れ
る
の
よ
！
と
っ
と
と
指
示
出
し
て
、
早
く
終
わ
ら
せ
て
よ
！
」 

茜 

「
み
ん
な
す
ご
い
勢
い
で
向
か
っ
て
来
て
る
。
」 

  
 

パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
。 

 

宮
城 

「
！
」 

光
子 

「
警
察
っ
て
、
犯
人
を
検
挙
出
来
れ
ば
人
質
の
こ
と
な
ん
て
、
お
構
い
な
し
な
ん
で
す
ね
？
」 

宮
城 

「
！
」 

晴
海 

「
宮
城
さ
ん
！
」 

宮
城 

「
・
・
・
。
」 

東
山 

「
宮
城
！
」 

宮
城 

「
振
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
！
」 

  
 

曲
Ｉ
Ｎ 

 
運
転
手 

「
そ
う
来
な
く
っ
ち
ゃ
。
飛
ば
す
よ
お
客
さ
ん
。
し
っ
か
り
掴
ま
っ
て
て
く
だ
さ
い
よ
。
」 

  
 

バ
ス
、
急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
。 

 

運
転
手 

「
取
り
敢
え
ず
、
山
中
島
に
向
か
う
よ
。
」 

晴
海 

「
山
中
島
っ
て
、
う
ち
の
工
場
に
行
く
に
は
す
ご
い
遠
回
り
で
す
よ
。
」 

運
転
手 

「
あ
ん
た
ん
と
こ
は
、
二
番
目
。
ま
ず
は
、
そ
っ
ち
の
リ
ス
ト
ラ
組
の
会
社
に
行
っ
て
か
ら
。
」 

茜 

「
う
ち
の
会
社
知
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」 

運
転
手 

「
各
務
ヶ
原
興
業
。
」 
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急
ハ
ン
ド
ル
。 

 

運
転
手 
「
以
前
、
バ
イ
ト
で
そ
っ
ち
の
ル
ー
ト
走
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
。
そ
ん
時
、
そ
こ
の
冷
静 

 

な
姉
ち
ゃ
ん
乗
せ
た
こ
と
が
あ
ん
の
さ
。
自
慢
じ
ゃ
な
い
が
、
一
度
乗
せ
た
客
の
顔
は
二
度
と 

 

忘
れ
な
い
よ
。
こ
れ
、
商
売
の
鉄
則
。
」 

  
 

急
ハ
ン
ド
ル
。 

 

光
子 

「
こ
れ
ま
で
で
、
バ
ス
で
通
勤
し
た
の
、
数
回
で
す
よ
。
」 

運
転
手 

「
じ
ゃ
あ
、
そ
ん
時
に
丁
度
あ
た
っ
た
ん
だ
ろ
。
各
務
ヶ
原
興
行
山
中
島
支
社
。
」 

茜 

「
そ
の
通
り
で
す
。
」 

運
転
手 

「
さ
あ
っ
、
飛
ば
す
よ
！
」 

  
 

曲
盛
り
上
が
り
、
溶
暗
。 

 
 

曲
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ 

 
 

暗
闇
の
中
、
光
子
の
声
。 

 

光
子 

「
緊
急
速
報
。
現
在
、
逃
走
中
の
巡
回
バ
ス
、
カ
ラ
カ
ラ
号
に
捕
ら
わ
れ
て
い
る
人
質
の
内
、
」 

  
 

追
っ
て
、
溶
明
。 

 
 

車
内
中
央
辺
り
に
、
光
子
。
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
、
皆
。
光
子
の
言
葉
に
注
目
。 

 

光
子 

「
女
性
二
人
は
、
大
手
株
式
会
社
各
務
ヶ
原
興
行
山
中
島
支
社
、
元
社
員
と
判
明
。
そ
れ
に
対 

 

し
、
同
興
業
支
社
長
、
緊
急
会
見
を
開
く
が
、
発
表
内
容
は
、
そ
の
元
社
員
に
向
け
て
の
、
不 

 

当
解
雇
に
対
す
る
謝
罪
で
あ
っ
た
。
」 

皆 

「
お
お
・
・
・
。
」 

光
子 

「
一
体
何
が
あ
っ
た
の
か
？
何
故
、
今
、
人
質
に
対
し
て
の
謝
罪
な
の
か
？
詳
細
は
、
以
下
の 

 

サ
イ
ト
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。
」 

茜 

「
や
っ
た
！
」 

晴
海 

「
ホ
ン
ト
に
認
め
た
ね
。
あ
な
た
達
に
対
す
る
不
当
解
雇
。
」 

茜 

「
う
ん
。
で
も
、
も
う
あ
の
会
社
に
は
戻
ら
な
い
け
ど
ね
。
」 

桐
子 

「
戻
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
戻
れ
な
い
ん
で
し
ょ
。
」 

東
山 

「
よ
く
認
め
ま
し
た
ね
。
」 

桐
子 

「
ど
ん
な
に
偉
そ
う
に
し
て
る
社
長
さ
ん
で
も
、
所
詮
、
人
の
子
。
家
族
に
ば
ら
さ
れ
た
く
な 

 

い
こ
と
の
一
つ
や
二
つ
は
あ
る
っ
て
こ
と
よ
。
で
も
、
ホ
ン
ト
に
よ
か
っ
た
の
？
そ
こ
ま
で
、 

 

相
手
に
譲
っ
ち
ゃ
っ
て
。
」 

茜 

「
電
話
の
向
こ
う
か
ら
だ
け
ど
、
あ
ら
た
め
て
謝
罪
の
言
葉
を
聞
い
た
し
、
慰
謝
料
も
希
望
額
、 

 

振
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
し
ね
。
」 

東
山 

「
で
も
茜
さ
ん
の
会
社
っ
て
随
分
厳
し
い
ん
で
す
ね
。
恋
愛
対
象
に
ま
で
干
渉
し
て
く
る
な
ん 

 

て
。
」 

桐
子 

「
何
、
と
ん
ち
ん
か
ん
な
事
言
っ
て
る
の
？
散
々
電
話
の
や
り
と
り
聞
い
て
た
で
し
ょ
？
」 

東
山 

「
だ
か
ら
同
じ
部
署
の
人
と
付
き
合
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
？
そ
れ
で
、
」 

桐
子 

「
あ
ん
た
ね
え
。
そ
ん
な
こ
と
で
ク
ビ
に
な
る
訳
な
い
で
し
ょ
？
」 

東
山 

「
だ
っ
て
、
社
内
恋
愛
が
問
題
で
ク
ビ
に
な
っ
た
っ
て
。
そ
れ
で
、
不
当
解
雇
っ
て
・
・
・
、
」 

茜 

「
社
長
は
、
あ
た
し
の
ク
ビ
を
切
っ
て
、
自
分
か
ら
遠
ざ
け
た
か
っ
た
ん
で
す
。
み
っ
ち
ゃ
ん 

 

は
、
そ
ん
な
、
あ
た
し
を
か
ば
お
う
と
し
て
、
と
ば
っ
ち
り
を
食
っ
ち
ゃ
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
。
」 

東
山 

「
え
？
何
、
社
長
っ
て
、
」 

茜 

「
あ
ー
あ
、
結
構
本
気
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
な
。
」 

桐
子 

「
で
も
、
相
手
は
火
遊
び
だ
っ
た
。
」 

晴
海 

「
最
終
的
に
は
、
家
庭
が
大
事
っ
て
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
」 

桐
子 

「
実
ら
ぬ
恋
か
・
・
・
。
」 

東
山 

「
不
倫
か
！
」 

晴
海 

「
バ
カ
！
」 

茜 

「
い
い
ん
で
す
、
晴
海
さ
ん
。
そ
の
通
り
で
す
。
バ
カ
な
の
は
、
あ
た
し
自
身
な
ん
で
す
か
ら
。 

 

ご
め
ん
ね
、
み
っ
ち
ゃ
ん
。
」 

光
子 

「
桐
子
さ
ん
っ
て
、
写
真
写
り
、
結
構
い
い
ん
で
す
ね
。
」 

桐
子 

「
は
？
」 

光
子 

「
容
疑
者
の
一
人
。
長
山
桐
子
。
顔
写
真
、
公
開
さ
れ
て
ま
す
よ
。
」 

桐
子 

「
う
っ
そ
・
・
・
ホ
ン
ト
に
今
更
誤
解
説
け
る
の
？
」 

宮
城 

「
努
力
し
ま
す
。
」 

桐
子 

「
も
う
、
こ
の
際
ど
っ
ち
で
も
、
い
っ
か
な
・
・
・
。
」 

宮
城 

「
ダ
メ
で
す
よ
、
諦
め
ち
ゃ
。
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
よ
。
」 

桐
子 

「
は
あ
？
」 

  
 

電
話
が
鳴
る
。
走
る
緊
張
。 

 

宮
城 

「
で
て
く
だ
さ
い
。
あ
あ
、
お
母
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
手
短
に
お
願
い
し
ま
す
。
」 

桐
子 

「
き
っ
と
、
見
た
ん
で
す
よ
、
今
の
ニ
ュ
ー
ス
。
」 

  
 

桐
子
、
電
話
に
で
る
。 

 

桐
子 

「
お
母
さ
ん
？
違
う
か
ら
ね
。
今
流
れ
て
る
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
は
、
間
違
い
だ
か
ら
。
片
が
付 

 
い
た
ら
、
犯
人
さ
ん
が
、
ち
ゃ
ん
と
誤
解
解
い
て
く
れ
こ
と
に
な
っ
て
る
か
ら
・
・
・
山
中
島 

 

放
送
？
あ
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
え
？
」 

  
 

光
子
、
携
帯
を
示
し
、
桐
子
、
そ
れ
を
目
視
。 

 

桐
子 

「
だ
か
ら
、
あ
た
し
は
人
質
な
ん
で
す
っ
て
。
何
回
言
わ
せ
る
ん
で
す
か
？
初
め
て
聞
い
・
・
・
？ 

 

犯
人
は
別
に
い
る
ん
で
す
。
あ
た
し
は
、
た
だ
の
人
質
な
ん
で
す
。
い
い
加
減
な
情
報
流
す
の
、 
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も
う
や
め
て
も
ら
え
ま
す
？
ホ
ン
ト
迷
惑
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
」 

光
子 

「
カ
ラ
カ
ラ
号
を
占
拠
す
る
容
疑
者
と
の
接
触
に
成
功
。
現
在
、
電
話
取
材
決
行
中
。
」 

東
山 
「
同
時
中
継
で
す
ね
。
」 

桐
子 
「
ど
こ
で
、
調
べ
た
の
か
知
り
ま
せ
ん
け
ど
、
も
う
こ
の
番
号
に
か
け
て
く
る
の
も
や
め
て
く 

 

だ
さ
い
。
こ
の
電
話
は
、
警
察
と
の
や
り
と
り
に
使
わ
れ
て
る
ん
で
。
い
い
で
す
か
？
お
願
い 

 

し
ま
す
よ
。
」 

  
 

桐
子
、
電
話
を
切
る
。 

 

茜 

「
テ
レ
ビ
で
す
か
？
」 

桐
子 

「
ま
っ
た
く
、
ど
こ
で
調
べ
た
ん
だ
か
。
」 

宮
城 

「
す
い
ま
せ
ん
。
」 

光
子 

「
容
疑
者
、
長
山
桐
子
、
か
な
り
情
緒
不
安
定
な
様
子
。
共
犯
者
は
、
他
に
も
い
る
の
だ
と
主 

 

張
し
つ
つ
、
取
材
陣
に
要
求
を
突
き
つ
け
て
き
た
。
そ
の
要
求
に
は
応
じ
か
ね
る
と
答
え
た
途 

 

端
、
強
引
に
電
話
を
切
る
。
」 

晴
海 

「
随
分
、
ね
じ
曲
が
っ
て
ま
す
ね
。
」 

宮
城 

「
す
い
ま
せ
ん
。
」 

桐
子 

「
次
行
き
ま
し
ょ
う
。
次
。
」 

宮
城 

「
命
に
代
え
て
も
、
誤
解
解
き
ま
す
か
ら
。
」 

桐
子 

「
ホ
ン
ト
お
願
い
し
ま
す
よ
。
今
度
は
、
ふ
た
り
（
晴
海
と
東
山
）
で
す
よ
ね
。
電
話
す
る
？ 

 

そ
れ
と
も
、
直
接
現
地
に
向
か
う
？
」 

運
転
手 

「
順
調
に
い
け
ば
、
あ
と
３
０
分
で
如
月
工
務
店
だ
ね
。
ど
う
す
る
や
？
」 

晴
海 

「
う
ん
・
・
・
。
」 

桐
子 

「
ち
ょ
っ
と
、
こ
こ
ま
で
来
て
何
悩
ん
で
ん
の
？
」 

東
山 

「
晴
海
さ
ん
。
ず
っ
と
考
え
て
た
ん
だ
け
ど
ね
、
僕
た
ち
は
、
ど
う
や
っ
て
お
父
さ
ん
に
一
石 

 

を
投
じ
よ
う
っ
て
考
え
て
る
？
茜
さ
ん
た
ち
の
場
合
は
、
相
手
の
秘
密
を
握
っ
て
て
、
そ
れ
を 

 

公
開
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
要
求
を
突
き
つ
け
た
。
宮
城
の
場
合
は
、
僕
ら
が
人
質
に
な
っ
て
、 

 

そ
の
安
全
を
条
件
に
要
求
を
突
き
つ
け
る
。
だ
け
ど
、
僕
た
ち
は
何
を
条
件
に
、
お
父
さ
ん
を 

 

説
得
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
？
」 

桐
子 

「
何
、
今
更
言
っ
て
ん
の
。
あ
た
し
は
、
飛
行
機
の
時
間
が
あ
る
の
。
早
く
し
て
よ
ね
。
」 

東
山 

「
す
い
ま
せ
ん
。
正
直
言
っ
て
、
半
分
は
勢
い
だ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
半
分
は
ホ
ン
ト
に
何
と 

 

か
し
た
か
っ
た
。
僕
は
、
晴
海
さ
ん
と
の
結
婚
を
お
父
さ
ん
に
認
め
て
欲
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
、 

 

バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
し
て
ま
で
結
婚
を
許
し
て
貰
お
う
と
思
っ
て
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
人
質
の
安
全 

 

よ
り
、
犯
人
逮
捕
を
優
先
さ
せ
て
る
か
の
よ
う
な
、
警
察
の
言
動
と
か
、
茜
さ
ん
達
の
会
社
の 

 

ひ
ど
い
対
応
と
か
、
マ
ス
コ
ミ
の
ね
じ
曲
が
っ
た
情
報
操
作
と
か
、
そ
ん
な
の
を
目
の
当
た
り 

 

に
し
て
た
ら
、
何
か
・
・
・
う
ん
、
何
と
な
く
。
」 

桐
子 

「
何
と
な
く
何
？
あ
な
た
た
ち
は
、
元
々
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
し
よ
う
と
し
て
た
ん
で
し
ょ
？
だ
っ 

 

た
ら
、
あ
た
し
た
ち
を
人
質
に
す
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

東
山 

「
で
も
、
そ
う
し
た
ら
、
ま
た
桐
子
さ
ん
が
疑
わ
れ
る
だ
け
な
気
が
し
て
。
ま
す
ま
す
誤
解
を 

 

解
く
の
が
困
難
に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
」 

桐
子 

「
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
濡
れ
衣
が
一
枚
だ
ろ
う
が
二
枚
だ
ろ
う
が
大
し
た
差
じ
ゃ
な
い
で
し 

 

ょ
。
」 

光
子 

「
各
務
ヶ
原
興
行
支
社
長
は
、
実
は
、
正
義
の
味
方
だ
っ
た
。
」 

茜 

「
え
？
」 

光
子 

「
同
興
業
元
社
員
二
名
は
、
現
在
、
占
拠
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
カ
ラ
号
の
乗
客
を
人
質
に
、
同
支 

 

社
長
を
恐
喝
。
身
代
金
と
し
て
、
３
千
万
を
要
求
し
て
い
た
疑
い
。
同
支
社
長
は
、
『
市
民
の 

 

皆
様
の
安
全
が
確
保
出
来
る
な
ら
。
』
と
、
コ
メ
ン
ト
し
て
お
り
、
既
に
身
代
金
３
千
万
は
、 

 

用
意
し
て
あ
る
と
の
こ
と
。
容
疑
者
は
、
主
犯
格
、
長
山
桐
子
を
含
む
、
四
人
の
可
能
性
が
あ 

 

る
と
見
ら
れ
る
。
濡
れ
衣
、
３
枚
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。
」 

桐
子 

「
ち
ょ
っ
と
、
そ
れ
ど
う
い
う
こ
と
よ
。
」 

光
子 

「
最
新
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
」 

茜 

「
み
っ
ち
ゃ
ん
、
冷
静
過
ぎ
。
」 

光
子 

「
こ
こ
で
、
慌
て
て
も
仕
方
な
い
か
ら
。
」 

宮
城 

「
ホ
ン
ト
に
す
い
ま
せ
ん
。
」 

光
子 

「
で
も
、
あ
た
し
た
ち
の
請
求
し
た
の
っ
て
、
２
０
０
万
だ
っ
た
よ
ね
。
随
分
な
上
乗
せ
。
」 

晴
海 

「
あ
の
、
ち
ょ
っ
と
考
え
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
。
」 

東
山 

「
晴
海
さ
ん
？
」 

桐
子 

「
や
っ
ぱ
り
や
め
ま
す
な
ん
て
、
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
も
う 

 

引
き
返
す
な
ん
て
出
来
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
」 

晴
海 

「
皆
さ
ん
。
何
と
も
思
い
ま
せ
ん
か
？
今
の
ニ
ュ
ー
ス
聞
い
て
。
」 

茜 

「
悔
し
い
。
・
・
・
で
も
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
」 

光
子 

「
あ
た
し
も
。
こ
う
見
え
て
、
ホ
ン
ト
は
結
構
悔
し
が
っ
て
ま
す
よ
。
」 

東
山 

「
僕
も
だ
よ
。
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
だ
よ
。
」 

晴
海 

「
宮
城
さ
ん
の
言
っ
て
た
日
本
警
察
の
現
状
も
勿
論
な
ん
で
す
け
ど
、
茜
ち
ゃ
ん
た
ち
に
対
す 

 

る
社
長
の
ず
る
さ
。
要
求
を
飲
ん
だ
ふ
り
を
し
た
後
の
、
マ
ス
コ
ミ
を
使
っ
て
の
翻
し
方
。
マ 

 

ス
コ
ミ
の
情
報
の
ね
じ
曲
げ
方
。
こ
れ
っ
て
、
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
？
宮
城
さ
ん
じ
ゃ
な
い
で
す 

 

け
ど
、
あ
た
し
も
、
ホ
ン
ト
に
こ
れ
で
い
い
の
か
な
？
っ
て
。
」 

桐
子 

「
だ
か
ら
何
？
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
と
っ
と
と
言
っ
ち
ゃ
い
な
さ
い
よ
。
」 

晴
海 

「
人
質
、
や
め
ち
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
」 

宮
城 

「
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
、
皆
さ
ん
に
や
め
ら
れ
た
ら
、
非
常
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
だ 

 

私
の
番
が
終
わ
っ
て
な
い
。
」 

東
山 

「
そ
う
だ
よ
。
僕
た
ち
だ
っ
て
ま
だ
、
お
父
さ
ん
を
説
得
し
て
な
い
。
」 

晴
海 

「
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
を
や
め
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
人
質
を
や
め
る
の
。
」 

桐
子 
「
既
に
人
質
と
か
犯
人
と
か
の
関
係
じ
ゃ
、
も
う
な
い
で
し
ょ
？
」 

宮
城 

「
い
や
。
飽
く
ま
で
犯
人
は
私
一
人
で
、
皆
さ
ん
は
人
質
な
ん
で
す
。
」 

桐
子 

「
だ
か
ら
、
そ
れ
は
終
わ
っ
た
後
の
こ
と
で
し
ょ
。
今
は
、
協
力
し
な
い
と
い
け
な
い
関
係
な 

 

の
。
分
か
り
切
っ
た
こ
と
、
わ
ざ
わ
ざ
言
わ
な
い
。
要
は
、
ふ
り
で
し
ょ
、
ふ
り
。
」 

晴
海 

「
だ
か
ら
、
も
う
人
質
の
ふ
り
な
ん
か
や
め
ち
ゃ
っ
て
、
こ
の
際
、
本
気
で
石
、
投
げ
ち
ゃ
い 

 

ま
せ
ん
か
？
」 

茜 

「
本
気
で
投
げ
る
？
」 
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晴
海 

「
今
思
い
つ
く
限
り
の
、
こ
の
日
本
の
ひ
ど
い
と
こ
ろ
、
み
ん
な
に
向
か
っ
て
思
い
っ
き
り
石 

 

投
げ
ち
ゃ
う
の
。
ま
ず
、
日
本
警
察
と
茜
ち
ゃ
ん
と
こ
の
会
社
は
勿
論
で
し
ょ
。
そ
れ
か
ら
、 

 
情
報
を
ね
じ
曲
げ
ち
ゃ
う
マ
ス
コ
ミ
。
政
治
家
と
か
も
一
杯
い
る
よ
ね
。
ほ
ら
、
汚
職
と
か
。 

 
お
医
者
さ
ん
と
か
、
学
校
の
先
生
に
も
一
杯
い
る
し
。
あ
と
は
・
・
・
。
」 

桐
子 

「
だ
か
ら
、
考
え
て
も
の
言
い
な
さ
い
っ
て
言
っ
て
る
で
し
ょ
。
」 

晴
海 

「
桐
子
さ
ん
は
、
い
い
ん
で
す
か
？
あ
ん
な
ね
じ
曲
が
っ
た
情
報
、
勝
手
に
流
さ
れ
て
。
」 

桐
子 

「
仕
方
な
い
で
し
ょ
。
そ
れ
に
、
こ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
、
そ
こ
の
犯
人
さ
ん
が
、
誤
解
解
い
て 

 

く
れ
る
ん
だ
し
。
」 

宮
城 

「
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」 

桐
子 

「
は
あ
？
」 

宮
城 

「
死
に
も
の
ぐ
る
い
で
努
力
し
ま
す
が
、
さ
っ
き
の
情
報
操
作
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
一 

 

抹
の
不
安
が
・
・
・
。
」 

光
子 

「
主
犯
格
、
長
山
桐
子
は
、
容
赦
が
な
か
っ
た
。
カ
ラ
カ
ラ
号
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
の
、
警
察
へ
の 

 

第
一
報
は
、
人
質
の
ふ
り
を
し
た
長
山
本
人
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
。
電
話
を
通
し
て
の
警
察
と 

 

の
交
渉
の
際
、
そ
の
隙
を
つ
い
て
脱
出
を
図
ろ
う
と
し
た
人
質
の
女
性
を
平
然
と
蹴
り
つ
け
た 

 

模
様
。
警
察
関
係
者
の
話
に
よ
る
と
、
電
話
口
の
向
こ
う
で
、
叫
ぶ
よ
う
な
声
を
あ
げ
、
助
け 

 

を
乞
う
女
性
に
対
し
、
長
山
は
、
『
ゴ
キ
ブ
リ
！
ゴ
キ
ブ
リ
！
』
と
連
呼
し
、
何
度
も
蹴
り
つ 

 

け
て
い
た
と
の
こ
と
。
そ
の
行
為
は
数
分
に
も
及
び
、
再
び
交
渉
に
戻
っ
た
長
山
の
向
こ
う
で
、 

 

苦
し
そ
う
に
す
す
り
泣
く
女
性
の
声
に
混
じ
り
、
『
サ
ン
グ
ラ
ス
の
レ
ン
ズ
が
割
れ
た
』
と
、 

 

冷
静
に
語
る
女
性
の
声
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
人
質
の
安
否
が
気
遣
わ
れ
る
。
」 

茜 

「
こ
れ
っ
て
、
あ
た
し
と
み
っ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
す
よ
ね
？
」 

光
子 

「
警
察
関
係
者
っ
て
誰
な
ん
で
す
か
ね
？
」 

晴
海 

「
桐
子
さ
ん
。
」 

桐
子 

「
ふ
り
だ
ろ
う
と
何
だ
ろ
う
と
、
あ
た
し
は
人
質
。
犯
人
の
言
う
こ
と
に
従
う
し
か
な
い
。
判 

 

断
す
る
の
は
、
あ
た
し
た
ち
の
命
を
握
っ
て
る
、
そ
こ
の
犯
人
さ
ん
。
」 

晴
海 

「
宮
城
さ
ん
。
」 

宮
城 

「
皆
さ
ん
は
、
い
い
ん
で
す
か
？
ホ
ン
ト
に
戻
れ
な
く
な
り
ま
す
よ
。
」 

茜 

「
あ
た
し
、
悔
し
い
で
す
。
我
慢
出
来
な
い
で
す
。
み
っ
ち
ゃ
ん
も
だ
よ
ね
？
」 

光
子 

「
あ
た
し
も
こ
う
見
え
て
、
実
は
結
構
悔
し
が
っ
て
ま
す
。
」 

東
山 

「
晴
海
さ
ん
は
、
ホ
ン
ト
に
い
い
の
？
」 

晴
海 

「
東
山
君
が
一
緒
に
い
て
く
れ
る
な
ら
。
」 

東
山 

「
わ
か
っ
た
。
全
部
終
わ
っ
て
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
お
父
さ
ん
に
お
願
い
し
に
行
こ
う
。
」 

桐
子 

「
バ
カ
じ
ゃ
な
い
の
？
こ
ん
な
こ
と
や
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
、
ま
す
ま
す
説
得
な
ん
か
で
き
な
く
な 

 

る
で
し
ょ
。
」 

晴
海 

「
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
」 

桐
子 

「
ま
さ
か
、
そ
ん
時
は
あ
た
し
達
に
も
協
力
し
て
く
れ
と
か
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う 

 

ね
？
」 

晴
海
・
東
山
「
お
願
い
し
ま
す
。
」 

桐
子 

「
ま
っ
た
く
。
勤
務
時
間
内
よ
り
忙
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
。
」 

東
山 

「
す
い
ま
せ
ん
。
」 

  
 

パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
。 

 

東
山 

「
あ
っ
！
」 

茜 

「
凄
い
数
の
パ
ト
カ
ー
！
」 

桐
子 

「
ち
ょ
っ
と
。
と
っ
と
と
判
断
し
て
よ
。
」 

晴
海 

「
宮
城
さ
ん
。
」 

宮
城 

「
運
転
手
さ
ん
。
行
き
先
変
更
し
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」 

  
 

曲
Ｉ
Ｎ 
 

運
転
手 

「
待
っ
て
ま
し
た
。
飛
ば
す
よ
お
客
さ
ん
。
し
っ
か
り
掴
ま
っ
て
て
く
だ
さ
い
よ
。
」 

  
 

バ
ス
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド
ル
。 

 

桐
子 

「
ち
ょ
っ
、
ち
ょ
っ
と
。
ど
こ
に
向
か
う
つ
も
り
？
」 

宮
城 

「
ま
ず
は
、
国
会
議
事
堂
辺
り
を
占
拠
し
て
み
よ
う
か
と
。
」 

皆 

「
お
お
！
」 

運
転
手 

「
お
客
さ
ん
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
気
が
早
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
急
い
て
は
、
事
を
し 

 

損
じ
る
っ
て
ね
。
私
の
判
断
で
、
ち
ょ
い
と
寄
り
道
さ
せ
て
も
ら
う
よ
。
」 

  
 

急
ハ
ン
ド
ル
。 

 

運
転
手 

「
何
を
す
る
に
も
、
準
備
っ
て
の
が
、
必
要
だ
ろ
？
あ
ん
た
、
あ
と
４
発
し
か
入
っ
て
な
い
、 

 

そ
の
拳
銃
で
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
い
。
」 

晴
海 

「
銃
な
ら
こ
こ
に
も
。
」 

東
山 

「
ゴ
メ
ン
。
そ
れ
、
お
も
ち
ゃ
。
」 

晴
海 

「
う
そ
？
」 

東
山 

「
ま
さ
か
ホ
ン
ト
に
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
す
る
事
に
な
る
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た
か
ら
。
」 

晴
海 

「
バ
カ
！
」 

  
 

急
ハ
ン
ド
ル
。 

 

茜 
「
こ
ん
な
の
も
、
あ
り
ま
す
け
ど
。
」 

  
 

茜
、
出
刃
包
丁
を
出
す
。 

 

茜 

「
ホ
ン
ト
は
あ
た
し
達
も
、
会
社
に
籠
城
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら
。
」 

桐
子 

「
で
も
、
あ
な
た
た
ち
の
会
社
、
随
分
通
り
過
ぎ
て
た
じ
ゃ
な
い
。
」 

光
子 

「
つ
い
降
り
損
な
っ
て
。
」 
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茜 

「
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
っ
て
た
ん
だ
よ
ね
。
」 

桐
子 

「
何
そ
れ
？
」 

  
 

急
ハ
ン
ド
ル
。 

 

桐
子 

「
こ
れ
で
、
ど
う
や
っ
て
議
事
堂
を
占
拠
す
る
つ
も
り
な
の
？
」 

運
転
手 

「
だ
か
ら
、
寄
り
道
す
る
っ
て
言
っ
て
ん
だ
ろ
。
バ
ズ
ー
カ
の
一
つ
で
も
用
意
し
と
か
な
き
ゃ
、 

 

や
れ
る
も
ん
も
や
れ
な
い
よ
。
」 

皆 

「
バ
ズ
ー
カ
？
」 

運
転
手 

「
こ
こ
だ
け
の
話
、
昔
、
バ
イ
ト
で
そ
ん
な
仕
事
し
て
た
こ
と
が
あ
る
の
さ
。
武
器
の
こ
と
な 

 

ら
、
こ
の
カ
ラ
カ
ラ
号
に
お
任
せ
を
！
っ
て
ね
。
」 

  
 

急
ハ
ン
ド
ル
。 

 

晴
海 

「
運
転
手
さ
ん
っ
て
、
一
体
何
者
な
の
？
」 

運
転
手 

「
子
供
の
頃
の
夢
を
捨
て
き
れ
な
い
、
バ
カ
な
大
人
さ
。
」 

晴
海 

「
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
？
」 

運
転
手 

「
月
に
か
わ
っ
て
お
仕
置
き
よ
っ
て
ね
。
」 

桐
子 

「
バ
カ
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

  
 

曲
大
き
く
な
り
、
溶
暗
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
づ
く 


